
編集後記
思いもよらぬ大震災に直面し、県内外から多くの応援職

貝を派遣頂いて、全職員一丸となって復旧・復興に取り組

むなかでは、当初、記録誌を残すことは全く念頭に浮かび

ませんでした。

復旧工事が次々と竣工し、神戸の山と川の復興の見通し

もついた咋年8月頃、 4lt務所内外で記録誌作成の機運が邸

まり、編梨委只会を設骰し、発刊に向けて取り組んで参り

ました。

当誌の編集にあたって、事業実施に追われ災災直後の貨

堕な写真を撮りi屈らした事や沼料の整理が不卜分であった

事が悔やまれました。

幸いにも、建設省六甲砂1坊工事事務所をはじめ多方面か

ら貨出な汽料等について御協力を得ることができ、ここに

厚くお礼申し上げます。

震災後2年が経過し当時の記憶も薄れつつある中で、今、

被災地の土木事務所が体験したナマの記録を多くの皆様に

ー読願い、今後の対応の参考にして項けるなら、編集者と

して望外の喜びでございます。
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